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概 要 : NTTの（再）再編成を含む「通信産業のあるべき姿」に関する提言。日本の規制体
制の現状を考えると米国流のドミナント事業者規制、Micro-management方式の効
果は期待できず、事業者の上下分離による構造改革によって競争進展をはかるべ
きことを主張した。
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